
は
じ
め
に

寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七
）
十
月
か
ら
寛
永
十
五
年
二
月
に
か
け
て
起
こ
っ
た

島
原
の
乱
は
、
そ
の
後
の
公
儀
の
キ
リ
シ
タ
ン
政
策
や
交
易
政
策
、
さ
ら
に
は
公

儀
の
対
外
政
策
と
な
る
鎖
国
体
制
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
る
。
島
原
の

乱
に
つ
い
て
は
領
主
の
過
酷
な
収
奪
に
堪
え
か
ね
た
百
姓
一
揆
、
キ
リ
ス
ト
教
徒

が
起
こ
し
た
宗
門
一
揆
、
さ
ら
に
両
方
の
性
格
を
持
つ
一
揆
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

性
格
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。『
阿
淡
年
表
秘
録
』
の
中
で
も
「
十
月
（
寛
永
十
四

年
）
肥
前
国
嶋
原
切
支
丹
一
揆
蜂
起
」
と
宗
門
一
揆
と
し
て
の
記
載
や
「
嶋
原
一

揆
」、「
天
草
一
揆
蜂
起
」
と
百
姓
一
揆
と
し
て
の
記
述
が
見
ら
れ（
１
）

る
。
但
し
、
結

果
と
し
て
島
原
の
乱
後
、
禁
教
政
策
は
一
層
強
化
さ
れ
、
キ
リ
シ
タ
ン
厳
禁
政
策

は
明
治
の
初
め
（
六
年
）
ま
で
繋
が
っ
て
い
っ
た
。

こ
の
島
原
の
乱
の
時
、
徳
島
藩
も
加
勢
を
命
じ
ら
れ
準
備
に
取
り
か
か
る
が
、

出
陣
間
近
で
中
止
と
な
っ
た
事
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
徳
島
県
第
三
巻
「
島
原

の
乱
と
徳
島
藩
」
に
お
い
て
、
寛
永
十
五
年
二
月
二
日
藩
主
忠
英
は
島
原
へ
の
加

勢
を
命
じ
ら
れ
、
同
五
日
江
戸
発
駕
、
同
十
六
日
に
は
帰
国
し
準
備
に
取
り
か
か

る
が
、
二
十
七
日
乱
鎮
圧
の
知
ら
せ
を
受
け
中
止
と
な
っ
た
こ
と
、
家
老
池
田
山

城
守
の
指
示
を
受
け
、
上
使
・
板
倉
内
膳
守
ら
の
護
送
に
森
志
摩
守
（
水
軍
）
が

貢
献
し
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い（
２
）

る
。
ま
た
、
近
年
刊
行
さ
れ
た『
徳
島
市
史
』

第
六
巻
「
徳
島
藩
の
軍
事
力
」
の
な
か
で
島
原
の
乱
加
勢
の
た
め
、
調
え
ら
れ
た

蜂
須
賀
家
の「
備
え
」が
紹
介
さ
れ
て
い（
３
）

る
。
さ
ら
に
先
頃
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
し
た
県
立
博
物
館
の
「
近
世
の
徳
島
」
の
コ
ー
ナ
ー
に
お
い
て
、「
徳
島
藩

と
島
原
の
乱
」
が
新
し
く
設
け
ら
れ
、
藩
主
忠
英
か
ら
家
老
へ
の
書
状
が
展
示
さ

れ
徳
島
藩
と
島
原
の
乱
と
の
関
係
が
紹
介
さ
れ
て
い（
４
）

る
。
こ
れ
ら
の
事
か
ら
徳
島

藩
と
島
原
の
乱
の
関
係
は
少
な
か
ら
ず
判
明
す
る
が
、
よ
り
具
体
的
な
解
明
は
、

今
後
の
研
究
を
ま
た
ね
ば
な
ら
な（
５
）

い
。

し
か
し
一
方
で
島
原
の
乱
関
係
の
史
料
と
し
て
は
『
蜂
須
賀
家
文
書
』（
国
文

学
研
究
史
料
館
）
の
中
に
「
御
備
図
」「
島
原
御
本
陣
人
数
書
」
や
家
老
・
長
谷

川
近（
６
）

江
が
記
し
た
「
御
坐
備
愚
考
」・「
島
原
御
陣
御
旗
本
座
備
略
図
」
な
ど
多
く

の
資
料
が
残
っ
て
お（
７
）

り
、『
徴
古
雑
抄
』
に
も
「
島
原
陣
締
（
御
）
備
」
な
ど
の

史
料
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
徳
島
県
立
文
書
館
に
は
「
島
原
陣
御
備
」（
阿

波
国
文
庫
印
）
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
参
陣
す
る
家
臣
を
始
め
、
武
具
用
具
、

「
備
」
の
様
子
な
ど
多
く
の
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き（
８
）

る
。

小
稿
は
従
来
の
成
果
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
新
た
に
紹
介
さ
れ
た
史
料
等
を
活
用

し
、
島
原
の
乱
に
対
す
る
徳
島
藩
の
対
応
か
ら
島
原
の
乱
が
藩
政
に
及
ぼ
し
た
意

義
を
考
察
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一

島
原
の
乱
後
の
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
の
展
開

⑴
公
儀
に
お
け
る
禁
令
強
化

島
原
の
乱
後
、
公
儀
の
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
は
一
段
と
厳
し
く
な
っ
た
と
さ
れ

る
。
今
、『
御
触
書
寛
保
集
成
』
か
ら
禁
令
の
動
き
を
追
っ
て
み
る
と
、
島
原
の

乱
が
起
こ
る
前
、
寛
永
十
二
年
（
一
六
三
五
）
九
月
二
十
日
の
御
触
に
は
、「
一

伴
天
連
并
き
り
し
た
ん
宗
旨
之
儀
、
従
此
以
前
、
雖
為
御
制
禁
、
至
于
今
無
断
絶

様
被
聞
召
之
間
、
弥
領
内
并
面
々
家
中
急
度
相
改
、
自
然
右
之
宗
門
於
有
之
は
捕

【
論
文
】島

原
の
乱
と
徳
島
藩

板

東

英

雄

島原の乱と徳島藩

１１



置
、
可
致
言
上
之
」
と
キ
リ
シ
タ
ン
及
び
宗
旨
の
撲
滅
は
「
上
意
之
趣
」
で
あ
る

と
し
て
改
め
、
報
告
す
る
こ
と
を
命
じ
、
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
に
強
い
決
意
で
臨
む

姿
勢
を
示
し
て
い（
９
）

る
。
こ
の
キ
リ
シ
タ
ン
に
対
す
る
厳
し
い
取
扱
い
が
進
め
ら
れ

る
な
か
、
寛
永
十
四
年
十
月
島
原
の
乱
が
発
生
す
る
。
乱
は
翌
年
二
月
二
七
日
鎮

圧
さ
れ
る
が
、
そ
の
後
、
寛
永
十
五
年
九
月
廿
日
に
出
さ
れ
た
御
触
に
は
、「
一

伴
天
連
門
徒
累
年
雖
為
御
制
禁
、
無
断
絶
、
此
度
於
九
州
企
悪
逆
畢
、
因
玆
弥
諸

国
相
改
之
、
彼
宗
門
有
之
て
致
訴
人
族
は
、
縦
同
宗
門
成
共
、
被
宥
其
科
、
従
公

儀
御
褒
美
可
被
下
之
旨
被

仰
出
之
」
と
諸
国
に
於
い
て
キ
リ
シ
タ
ン
探
索
を
厳

重
に
行
い
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
訴
人
に
つ
い
て
は
御
褒
美
を
与
え
る
と
の
褒
賞
制
度

を
活
用
し
な
が
ら
禁
教
政
策
を
進
め
て
い（
１０
）

る
。
ま
た
同
年
、
老
中
よ
り
江
戸
出
仕

の
諸
大
名
に
対
し
、「
此
頃
於
江
戸
中
餘
多
改
出
之
間
、
重
て
国
々
其
外
之
面
々

領
内
え
堅
可
申
付
之
旨

上
意
之
趣
」
と
取
り
締
ま
り
の
強
化
を
命
じ
て
い（
１１
）

る
。

翌
・
寛
永
十
六
年
七
月
五
日
に
は
「
自
今
以
後
、
か
れ
か
た
渡
海
之
儀
被
停
止
之

畢
、
此
上
若
差
渡
に
を
ひ
て
ハ
破
却
其
船
、
并
乗
来
者
悉
可
處
断
罪
之
旨
所
被

仰
出
」
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
来
航
禁
止
と
処
罰
が
示
さ（
１２
）

れ
、
さ
ら
に
、
寛
永
十
八

年
五
月
に
は
在
江
戸
諸
大
名
、
近
習
之
面
々
其
他
惣
物
頭
に
対
し
、
キ
リ
シ
タ
ン

取
締
り
の
徹
底
を
命
じ
て
い（
１３
）

る
。

こ
れ
ら
島
原
の
乱
以
降
、
寛
永
期
に
出
さ
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
取
締
り
は
、「
上

意
之
趣
」
と
し
て
、
ま
た
幕
藩
制
国
家
の
原
則
と
し
て
、
厳
し
く
実
施
し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。

⑵
藩
内
に
お
け
る
禁
令
強
化

一
方
、
公
儀
の
禁
教
政
策
が
展
開
さ
れ
る
な
か
、
阿
淡
両
国
に
お
け
る
キ
リ
シ

タ
ン
政
策
は
、
史
料
的
制
約
も
あ
り
詳
細
な
事
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
寛
永

末
期
か
ら
正
保
に
か
け
て
多
く
の
キ
リ
シ
タ
ン
が
発
覚
し
て
い
る
こ
と
か
ら
取
り

締
ま
り
が
進
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
想
像
で
き（
１４
）

る
。
藩
内
の
キ
リ
シ
タ
ン
文
書
と

し
て
有
名
な
「
祐
賀
宗
門
落
着
留
書
写
」
に
は
、
寛
永
十
二
年
九
月
不
慶
伴
天
連

穿
鑿
の
た
め
讃
州
を
訪
れ
た
長
崎
奉
行
（
吉
利
支
丹
御
奉
行
）
榊
原
飛
騨
守
、
仙

石
大
和
守
ら
六
人
が
平
島
又
八
郎
母
・
祐
賀
（
不
慶
妹
）
を
取
り
調
べ
よ
う
と
し

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い（
１５
）

る
。
こ
の
寛
永
十
二
年
は
公
儀
か
ら
「
上
意
之
趣
」
と
し

て
、
キ
リ
シ
タ
ン
改
め
が
命
じ
ら
れ
た
時
で
あ
り
、
奉
行
の
動
向
か
ら
、
畿
内
周

辺
で
キ
リ
シ
タ
ン
探
索
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
寛
永
十

六
年
十
月
に
は
那
東
郡
和
田
島
村
（
現
小
松
島
市
）
で
「
吉
利
支
丹
御
改
」
が
行

わ
れ
、
村
内
で
キ
リ
シ
タ
ン
探
索
が
進
め
ら
れ
て
い（
１６
）

る
。
な
お
藩
主
忠
英
は
、
島

原
の
乱
後
の
寛
永
十
七
年
（
一
六
四
〇
）
長
崎
に
派
遣
さ
れ
る
上
使
・
加
賀
爪
民

部
（
大
目
付
）、
野
々
山
新
兵
衛
か
ら
「
上
意
有
之
」
と
「
御
達
」
を
う
け
、
七

月
三
日
播
州
室
津
ま
で
出
向
い
て
い
る
。
そ
し
て
改
め
て
、
キ
リ
シ
タ
ン
取
り
締

ま
り
が
命
じ
ら
れ
、
淡
州
浦
々
に
禁
令
を
出
し
て
い（
１７
）

る
。
こ
の
室
津
で
の
「
上
意
」

の
真
意
は
定
か
で
は
な
い
が
、
そ
の
後
の
対
応
か
ら
、
藩
の
キ
リ
シ
タ
ン
政
策
と

深
く
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
寛
永
十
八
年
（
一
六
四
一
）
三
月

徳
島
藩
独
自
の
駅
路
寺
に

出
さ
れ
た
定
書
に
は
「
一

当
寺
之
儀
為
往
還
一
宿

令
建
立
此
節
従
公
儀
き
り

し
た
ん
之
族
御
禁
制
候
条

不
依
何
者
疑
敷
者
一
宿
被

仕
儀
堅
停
止
之
事
」
と
、

キ
リ
シ
タ
ン
を
始
め
疑
わ

し
き
人
物
を
泊
め
て
は
な

ら
な
い
と
し
て
い
る
。
し

か
し
、
こ
の
定
書
に
は
こ

れ
以
外
に
キ
リ
シ
タ
ン
に

つ
い
て
は
記
し
て
い
な
い

た
め
、
藩
の
キ
リ
シ
タ
ン

取
締
の
実
態
は
わ
か
ら
な

（
１８
）

い
。
し
か
し
そ
の
後
、
正

保
三
年
（
一
六
四
六
）
七

月
、
家
老
賀
島
長
門
、長

【
史
料
一
】

家
老
か
ら
中
老
に
渡
さ
れ
た
禁
令

覚

一
キ
リ
シ
タ
ン
宗
門
之
義
累
年
就
御

制
禁
度
々
雖
相
改
候
猶
以
遂
穿
鑿

寛
永
拾
壱
年
以
来
誓
紙
不
仕
者
候
ハ
ヽ

別
紙
前
書
之
通
可
申
付
事

一
侍
分
旦
那
寺
相
頼
候
刻
何
時
も
双
方
ゟ

両
人
方
へ
可
申
理
事

一
徳
島
侍
分
ハ
両
人
か
た
ゟ
直
ニ
可
申
触
候
付

旅
人
牢
人
ニ
当
座
之
宿
を
借
シ
候
共
宗
門

改
さ
せ
両
人
方
へ
書
付
を
取
可
申
事

一
弓
鉄
炮
其
外
取
次
之
者
共
ニ
ハ
右
改
之
義
頭
中
へ

可
申
渡
事

一
面
々
召
使
候
男
女
奉
公
人
之
義
、
其
主
人

可
相
改
事

一
毎
年
暮
ニ
右
改
之
趣
可
申
上
事

右
条
々
為

御
意
如
件

正
保
三
年
七
月
廿
五
日

賀
島
長
門

書
判

長
谷
川
越
前

書
判

佐
渡
大
膳
殿

林

伯
耆
殿

１２



谷
川
越
前
か
ら
中
老
佐
渡
大
膳
、
林
伯
耆
に
出
さ
れ
た
「（
１９
）

覚
」（
史
料
一
）
に
は

キ
リ
シ
タ
ン
探
索
を
命
じ
る
と
と
も
に
、
寛
永
十
一
年
以
後
「
誓
詞
」
を
終
え
て

い
な
い
者
は
早
く
終
え
る
こ
と
、「
侍
分
」
は
旦
那
寺
を
決
め
宗
門
奉
行
に
報
告

を
す
る
こ
と
、「
弓
御
鉄
砲
其
外
取
次
之
者
」
の
宗
門
改
は
頭
に
任
す
こ
と
、「
奉

公
人
」
に
つ
い
て
は
主
人
が
行
う
こ
と
な
ど
、
キ
リ
シ
タ
ン
対
策
の
具
体
例
が
示

さ
れ
て
い
る
。ま
た
、
慶
安
元
年
（
一
六
四
八
）
十
一
月
家
老
か
ら
町
奉
行
寺
澤

式
部
に
渡
さ
れ
た「（
２０
）

覚
」に
は「
一
従

公
儀
常
々
御
法
度
之
切
支
丹
宗
門
之
儀
、

度
々
雖
相
触
猶
以
弥
聞
出
於
告
来
ハ
、
御
褒
美
可
被
下
候
条
、
可
相
守
此
旨
事
」

と
示
さ
れ
、
褒
賞
制
度
を
活
用
し
キ
リ
シ
タ
ン
探
索
の
徹
底
を
命
じ
て
い
る
。
さ

ら
に
「
綱
矩
様
御
代

郡
方
記
録
五
冊
」、
と
「
忠
英
・
光
隆
直
仕
置
御
判
物
書

附
」
の
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）
五
月
十
一
日
付
け
の
「
覚
」
に
も
町
奉
行
に
渡

さ
れ
た
の
と
同
じ
「
覚
」
が
記
さ
れ
、
藩
内
全
域
で
キ
リ
シ
タ
ン
取
締
り
が
行
わ

れ
て
い（
２１
）

る
。

二

島
原
の
乱
に
つ
い
て

⑴
『
先
手
左
右
島
原
御
陣
御
備
組
定
帳

乾
』
と

『
阿
淡
年
表
秘
録
』
に
見
る
島
原
の
乱

島
原
の
乱
に
つ
い
て
は
、
家
老
・
長
谷
川
近
江
が
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
七

月
に
著
し
た
「
先
手
左
右
島
原
御
陣
御
備
組
定
帳

乾
」
の
な
か
で
そ
の
経
緯
が

簡
潔
に
記
さ
れ
て
い
る
。（
史
料（
２２
）

二
）
そ
れ
に
よ
る
と
、
家
光
治
世
の
寛
永
時
代

（
寛
永
一
四
年
）、
キ
リ
シ
タ
ン
宗
門
の
者
が
有
馬
の
古
城
に
「
楯
籠
」
し
た
た

め
江
戸
よ
り
板
倉
内
膳
正
・
石
谷
十
蔵
を
派
遣
す
る
が
な
か
な
か
落
城
し
な
か
っ

た
こ
と
、
隣
国
の
諸
大
名
、
黒
田
・
細
川
・
鍋
島
ら
が
駆
け
つ
け
た
こ
と
、
先
に

派
遣
さ
れ
て
い
た
板
倉
内
膳
正
は
、
松
平
伊
豆
守
ら
の
派
遣
を
聞
き
、
翌
年
（
寛

永
十
五
年
）
正
月
攻
撃
を
仕
掛
け
戦
死
し
た
こ
と
、
中
四
国
の
諸
大
名
に
「
御
手

当
」が
命
じ
ら
れ
た
こ
と
、
藩
主
忠
英
に
は
正
月
廿
八
日
に
加
勢
が
命
じ
ら
れ「
二

月
二
日
江
府

御
発
駕
、
同
十
五
日
御
帰
国
」
と
な
り
、「
阿
淡
之
諸
士
御
備
組

定
法
」
に
よ
り
出
陣
の
準
備
に
取
り
か
か
る
が
、「
逆
徒
就
テ
没
落
相
鎮
」
の
結

果
、
出
陣
は
中
止
に

至
っ
た
こ
と
な
ど
、

島
原
の
乱
勃
発
後
の

藩
内
外
の
動
き
を
簡

潔
に
記
し
て
い
る
。

ま
た
『
阿
淡
年
表

秘
録
』
に
も
「
十
月

肥
前
国
嶋
原
切
支
丹

一
揆
蜂
起
」
と
記
さ

れ
、
そ
の
後
の
対
応

が
記
載
さ
れ
て
い（
２３
）

る
。

具
体
的
に
は
、
寛
永

一
四
年
十
月
森
志
摩
守
（
甚
五
兵
衛
）
が
、「
島
原
一
揆
ニ
付
為
上
使
板
倉
内
膳

正
（
守
）
重
昌
殿
、
石
谷
十
蔵
殿
嶋
原
へ
下
向
ニ
付
大
坂
よ
り
肥
前
迄
取
渡
御
用

被
仰
付
」
と
上
使
板
倉
重
昌
、
石
谷
十
蔵
を
肥
前
ま
で
送
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
こ

と
、
松
平
伊
豆
守
の
派
遣
時
に
も
「
同
断
相
勤
」
と
肥
前
ま
で
護
送
し
た
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
翌
年
正
月
、
池
田
山
城
守
の
「
上
使
島
原
下
向
之
刻
役
船

指
出
候
様
」
と
の
「
御
達
」
の
対
応
に
対
し
、「
早
速
船
配
相
整
都
合
宜
有
之
候
」

と
の
お
褒
め
を
戴
き
、
そ
の
後
、
老
中
へ
「
御
礼
」
を
申
上
げ
る
べ
く
江
戸
へ
出

向
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
出
陣
が
近
づ
い
た
二
月
に
は
藩
主
に
「
御
先
手
乗
船
」
が

命
じ
ら
れ
、水
軍
総
師
で
あ
る
森
志
摩
守
に
「
御
先
手
」
を
命
じ
た
こ
と
な
ど
が

記
さ
れ
て
い
る
。
水
軍
に
ま
つ
わ
る
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、「
感
状
」を
頂
い
た
大
坂

の
陣
以
来
、
藩
の
水
軍
が
公
儀
か
ら
多
大
は
評
価
を
得
て
い
た
事
と
少
な
か
ら
ず

関
係
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
こ
の
島
原
の
乱
に
際
し
、
藩
内
の
一
部
の
者
が
派
遣
さ
れ
た
こ
と
も
紹

介
さ
れ
て
い
る
。「
御
使
番
役
」
で
あ
っ
た
前
田
助
左
衛
門
は
、
寛
永
十
四
年
十

月
上
使
板
倉
内
膳
守
が
派
遣
さ
れ
た
島
原
一
揆
の
お
り
「
御
附
使
者
」
と
し
て
活

躍
し
、帰
国
後
は
御
鉄
砲
壱
組
を
預
か
り
、
高
百
石
を
加
増
さ
れ
て
い（
２４
）

る
。
さ
ら

に
助
左
衛
門
か
ら
「
抜
群
之
働
」
を
し
た
足
軽
・
鈴
木
吉
左
衛
門
、岩
佐
長
兵
衛
、

【
史
料
二
】
長
谷
川
近
江
が
記
し
た
島
原
の
乱

十
四
丑
年
十
月
将
軍

家
光
公
御
寛
永
治
世
肥
前
国
於
嶋
原
吉
利
支
丹
宗
門
一
揆
徒
党
右

領
有
馬
之
古
城
楯
籠
、
因
茲
城
主
松
倉
長
門
守
同
右
近
并
従
関
東

為
御
代
官
板
倉
内
膳
正
、
御
目
附
石
谷
十
蔵
雖
被
指
向
、
逆
徒
堅

固
楯
籠
落
城
就
遅
滞
、
同
国
隣
国
之
諸
大
名
、
黒
田
・
細
川
・
鍋

島
・
有
馬
・
立
花
始
其
外
無
受

命
而
被
駈
向
、
重
而
為
御
代
官

松
平
伊
豆
守
、
御
目
付
戸
田
左
門
島
原
下
向
之
趣
相
聞
、
翌
十
五

戊
寅
年
正
月
之
朝
、
板
倉
遂
戦
死
、
猶
重
中
国
西
国
之
大
名
為
御

手
当
被

仰
付
、
此
時
正
月
廿
八
日
忠
英
公
被
為
蒙

厳
命
二
月

二
日
江
府

御
発
駕
、
同
十
五
日
御
帰
国
阿
淡
之
諸
士
御
備
組
定

法
令
相
極
可
有
御
進
発
之
處
、
逆
徒
就
テ
没
落
相
鎮
復
有

厳
命

而
御
出
馬
被
為

止
之

－
－
－
－
－
－

後
略－

－
－
－
－
－
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寺
尾
六
之
丞
、
岸
吉
大
夫
に
つ
い
て
は
「
御
取
立
被
下
候
様
ニ
」
と
願
い
が
出
さ

れ
四
人
は
そ
の
後
「
御
徒
士
」
に
召
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
松
平
伊
豆
守
の
島
原

へ
の
「
御
下
向
」
に
際
し
て
は
、
御
使
番
・
前
田
助
左
衛
門
の
外
に
御
鉄
炮
頭
・

太
田
九
郎
右
衛
門
、
副
使
・
小
野
十
左
衛
門
、
治
田
五
郎
左
衛
門
、
前
野
徳
兵
衛
、

西
堀
弥
左
衛
門
ら
五
名
が
御
附
使
者
と
し
て
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
派
遣
は
直

接
戦
に
か
か
わ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
の
後
の
藩
の
出
陣
の
先
導
的
役
割
を

担
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
出
陣
に
先
立
ち
同
月
（
二
月
）
二
十
七
日
、
西
尾
左
京
に
対
し
て
五
百

石
加
増
の
上
、
御
持
筒
一
組
と
、「
黒
塗
小
札
紺
糸
織
御
具
足
」「
唐
冠
御
冑
」
を

与
え
、「
御
出
陣
ニ
付
御
床
机
代
」
を
命
じ
、
こ
こ
に
島
原
加
勢
へ
の
準
備
は
着
々

と
調
え
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
二
月
二
十
七
日
突
如
、「
一
揆
退
治
」
の
知
ら
せ

が
届
き
、
加
勢
は
中
止
に
至
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
一
連
の
取
り
組
み
か
ら
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
問
題
を
重
視
す
る
公
儀
の
命

を
受
け
、
藩
主
を
は
じ
め
家
臣
ら
が
積
極
的
に
事
態
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
そ
れ
は
そ
の
後
の
幕
藩
体
制
国
家
が
進
め
る
キ
リ
シ
タ
ン
対
策
の
先
駆
け

を
示
す
様
に
も
思
わ
れ
る
。

⑵
二
代
藩
主
忠
英
の
書
状
に
見
る
島
原
の
乱

大
坂
は
豊
臣
氏
の
滅
亡
後
、
公
儀
の
直
轄
領
と
な
り
大
坂
城
代
を
中
心
と
す
る

西
国
支
配
の
拠
点
と
な
る
が
、
そ
の
大
坂
方
へ
、
寛
永
十
四
年
十
一
月
四
日
、
府

内
目
付
林
勝
正
・
牧
野
成
純
か
ら
書
状
（
十
月
晦
日
付
け
）
が
届
い
て
い（
２５
）

る
。
そ

こ
に
は
「
松
倉
長
門
守
居
嶋
原
火
事
出
来
仕
り
、
在
郷
も
端
々
焼
、
其
上
鉄
炮
之

音
も
仕
由
」
と
島
原
の
乱
一
報
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
十
一
月
九
日

大
坂
城
代
阿
部
正
次
・
大
坂
西
町
奉
行
曽
我
又
左
衛
門
・
京
都
所
司
代
板
倉
重
宗

等
は
、
府
内
目
付
・
九
州
諸
大
名
に
対
し
乱
鎮
圧
を
命
じ
て
い（
２６
）

る
。

こ
の
状
況
下
の
徳
島
藩
の
動
き
に
つ
い
て
、
徳
島
県
立
博
物
館
で
新
た
に
紹
介

さ
れ
た
藩
主
忠
英
か
ら
家
老
池
田
山
城
へ
の
書
状（
十
一
月
十
五
日
付
け
）に
は
、

幕
府
の
要
求
に
応
じ
る
た
め
船
の
手
配
や
人
材
の
招
集
な
ど
、
慌
た
だ
し
い
様
子

が
記
さ
れ
て
い（
２７
）

る
。
こ
れ
に
よ
る
と
先
に
述
べ
た
前
田
助
左
衛
門
（
御
使
番
役
）

を
一
刻
も
は
や
く
「
出
船
」
す
る
よ
う
命
じ
る
と
と
も
に
、「
あ
ま
草
き
り
志
た

ん
あ
つ
ま
り
罷
居
候
」
と
の
注
進
を
う
け
一
揆
鎮
圧
軍
が
派
遣
さ
れ
た
こ
と
、
天

草
の
隣
国
で
は
キ
リ
シ
タ
ン
対
応
策
と
し
て
「
宗
門
改
」
な
ど
「
在
所
仕
置
」
を

行
う
た
め
藩
主
が
帰
藩
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い（
２８
）

る
。
ま
た
、「
追
々

上
使
衆
被
遣
義
も
可
有
之
候
之
間
、
大
坂
ま
て
船
被
指
上
せ
可
申
候
」
と
上
使
派

遣
に
備
え
、
大
坂
ま
で
船
を
上
ら
せ
る
こ
と
や
国
元
で
も
舟
の
準
備
を
す
る
こ

と
、必
要
と
す
る
舟
数
は「
注

文
別
紙
」（
史
料
三
）に
て
送

る
と
し
て
い（
２９
）

る
。
さ
ら
に
北

泊
の
高
木
善
二
郎
に
も
来
る

こ
と
を
要
請
し
、
替
わ
り
の

者
を
北
泊
に
派
遣
す
る
よ
う

命
じ
て
い
る
。
こ
の
善
二
郎

の
派
遣
要
請
は
お
そ
ら
く
藩

主
の
信
頼
が
厚
く
船
の
操
縦

に
熟
知
し
、
船
頭
た
ち
の
ま

と
め
役
と
し
て
期
待
さ
れ
て

い
た
た
め
と
思
わ
れ（
３０
）

る
。
そ

の
他
、
船
中
で
必
要
な
道
具

を
調
え
て
お
く
こ
と
、
上
使

の
「
陣
入
」
を
始
め
い
か
な

る
事
態
に
も
対
応
す
る
た
め

「
彼
表
」
に
船
を
待
た
せ
て

お
く
こ
と
、
上
使
の
指
示
に

対
し
て
は
「
如
何
躰
ニ
も
御

指
図
次
第
」
に
従
う
こ
と
、

な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
大
坂
へ
の
船
派
遣
に
つ
い

て
は
、
大
坂
西
町
奉
行
・
曽

写真１ 藩主忠英から家老池田山城への書状
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我
又
左
に
書
状
に
て
伝
え
、
さ
ら
に
船
派
遣
の
要
請
が
あ
れ
ば
従
う
こ
と
も

「
内
々
」
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
寛
永
十
五
年
正
月
の
「
最
前
残
置
候
船

之
内
、
追
々
上
使
衆
并
今
度
御
暇
之
衆
へ
渡
シ
候
船
数
之
覚
」
に
は
、
上
使
な
ど

の
渡
海
の
た
め
、大
坂
に
五
十
三
艘
の
関
船（
六
十
六
丁
立
よ
り
拾
六
丁
立
ま
で
）

を
繋
ぎ
留
め
て
置
く
と
、
土
井
大
炊
守
ら
老
中
に
報
告
し
て
い
る
。
こ
の
内
、
松

平
阿
波
守（
徳
島
藩
）は
関
船
二
十
一
艘（
六
十
六
丁
立
よ
り
三
十
四
丁
立
ま
で
）

と
他
藩
よ
り
多
く
、
大
型
船
で
あ
る
こ
と
が
わ
か（
３１
）

る
。

以
上
、
藩
主
忠
英
か
ら
家
老
池
田
山
城
に
出
さ
れ
た
こ
の
書
状
に
は
、
島
原
の

乱
後
の
九
州
諸
藩
の
緊
張
し
た
様
子
や
出
船
の
準
備
で
慌
た
だ
し
い
藩
内
の
状

況
、
さ
ら
に
は
公
儀
の
命
に
従
う
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
従
来
の
研
究
で

は
藩
主
の
こ
の
乱
へ
の
積
極
的
な
関
わ
り
は
あ
ま
り
触
れ
て
お
ら
ず
、
藩
主
の
果

た
し
た
役
割
も
不
明
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
書
状
か
ら
見
る
限
り
家
老
に
指
示

し
、
担
当
者
を
招
集
す
る
な
ど
俊
敏
な
対
応
が
見
ら
れ
る
。
こ
こ
か
ら
は
キ
リ
シ

タ
ン
厳
禁
政
策
の
み
な
ら
ず
、
公
儀
の
方
針
に
追
随
す
る
藩
主
の
姿
勢
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
な
お
、

「
藩
士
譜
」に
よ
る
と
、

手
紙
に
記
さ
れ
た
前
田

助
衛
門
と
高
木
善
二
郎

は
共
に
藩
主
と
個
人
的

な
繋
が
り
が
深
い
人
物

で
あ
る
。
前
田
助
衛
門

は
家
督
相
続
後
「
御
使

番
役
」
を
命
じ
ら
れ
、

藩
主
側
近
と
し
て
活
躍

し
、
以
前
か
ら
密
接
な

関
係
が
あ
っ
た
。
ま
た

先
に
記
し
た
高
木
善
二

郎
も
「
峻
徳
院
様
、
興

源
院
様
、
峻
徳
院
様
御

参
勤
御
帰
国
之
節
海
上
御
供
無
懈
怠
仕
候
」
と
代
々
の
藩
主
参
勤
交
代
に
御
供
す

る
な
ど
腕
の
確
か
な
信
頼
の
置
け
る
人
物
で
あ
っ
た
。
両
者
は
極
め
て
藩
主
と
密

な
関
係
に
あ
り
信
頼
の
置
け
る
人
物
で
あ
っ
た
と
思
え
る
。
ま
た
、「
藩
士
譜
」

に
は
載
っ
て
い
な
い
が
手
紙
の
中
の
も
う
一
人
、
庄
野
弥
兵
衛
も
「
庄
野
弥
兵
衛

此
外
上
乗
入
候
ハ
ヽ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
船
を
取
り
仕
切
る
信
頼
で
き

る
人
物
で
な
い
か
と
思
わ
れ（
３２
）

る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
公
儀
か
ら
の
島
原
陣
へ
上
使

派
遣
の
命
は
、
藩
及
び
藩
主
に
取
っ
て
失
敗
が
許
さ
れ
な
い
重
大
な
事
態
で
あ

り
、
信
頼
が
お
け
る
船
の
扱
い
に
精
通
す
る
彼
ら
を
呼
び
寄
せ
た
と
思
わ
れ
る
。

三

島
原
の
乱
と
「
備
」

⑴
「
島
原
陣
御
備
」
に
見
る
「
備
」

島
原
の
乱
、
加
勢
の
た
め
の
徳
島
藩
の
「
備
」
に
つ
い
て
は
、
徳
島
市
史
第
六

巻
「
戦
争
・
治
安
・
災
害
編
」
第
二
節
徳
島
藩
の
軍
事
力
の
な
か
で
、
実
践
的
な

部
隊
の
配
置
を
示
す
「
御
備（
３３
）

図
」
を
示
し
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
徳
島
県
立
文
書
館
所
蔵
史
料
の
中
に
も
島
原
の
乱
加
勢
の
た
め
整
え
ら

れ
た
「
島
原
陣
御
備
」
が
あ（
３４
）

る
。（
図
一
「
島
原
御
陣
御
旗
本
座
備
略
図
」
参
照
）

藩
の
「
備
」
は
右
備
左
備
の
二
列
で
編
成
さ
れ
る
。
先
手
を
勤
め
る
鉄
砲
隊
の
右

備
は
鉄
砲
二
五
四
丁
（
こ
の
内
一
七
挺
は
鉄
炮
頭
自
分
出
役
鉄
炮
、
九
七
挺
は
小

姓
分
鉄
炮
、
残
る
一
四
〇
挺
は
本
足
軽
）、
組
頭
は
樋
口
茂
兵
衛
（
下
侍
一
騎
召

連
）
外
七
名
、
こ
れ
に
騎
馬
士
五
人
（
益
田
内
膳
組
の
騎
馬
士
）
が
加
入
す
る
。

左
備
は
二
六
〇
挺
（
こ
の
内
三
〇
挺
は
小
姓
分
ゟ
出
役
鉄
炮
、
七
〇
挺
は
稲
田
修

理
預
役
鉄
炮
、
一
五
挺
は
鉄
炮
頭
自
分
出
鉄
炮
、
残
り
一
四
〇
挺
は
本
足
軽
）、

組
頭
は
村
井
三
太
夫
外
六
名
、
こ
れ
に
騎
馬
士
六
名
（
稲
田
修
理
家
来
四
人
、
稲

田
四
郎
左
衛
門
組
の
騎
馬
士
二
人
）
が
加
わ
る
。（
組
頭
の
姓
名
は
全
て
記
載
）

そ
の
他
、
こ
の
列
に
は
折
掛
旗
を
左
右
に
二
本
宛
配
備
し
て
い
る
。
続
く
弓
隊
の

右
備
は
二
五
張
、
弓
頭
・
寺
沢
主
馬
、
高
屋
半
之
丞
、
左
備
は
二
五
張
、
弓
頭
・

四
宮
與
兵
衛
、
牛
田
次
郎
太
夫
、
片
山
半
兵
衛
と
記
さ
れ
、
左
右
に
折
掛
旗
を
二

本
宛
を
配
置
し
て
い
る
。
そ
の
後
の
長
柄
隊
は
旗
八
本
、
長
柄
九
〇
本
、
歩
一
八

【
史
料
三
】
船
之
注
文

一
壱
艘

住
吉
丸

高
木
善
二
郎

一
弐
艘

拾
弐
端

庄
野
弥
兵
衛
此
外
上
乗
入
候
ハ
ヽ

梶
原
吉
兵
衛
可
被
申
付
候

右
三
艘
者
頭
衆
乗
船
ニ
拵
可
被
申
付
候

一
五
艘

七
端
八
端
之
船

一
弐
艘

小
ば
や

一
弐
艘

注
進
舟

以
上

合
拾
弐
艘
也

右
之
通
用
意
仕
急
度
大
坂
へ
可
被
指
上
候

不
及

申
候
へ
共
舟
道
具
以
下
相
改
丈
夫
ニ
可
被
申
付
候

一
右
船
共
ニ
弓
鑓
鉄
炮
是
又
見
合
に
て
入
可
被
申
候

一
誰
々
ノ
乗
被
罷
下
候
共
上
下
共
ニ
海
上
無
油
断
慮

外
な
る
体
無
之
様
ニ
堅
可
被
申
付
候
以
上

霜
月
十
五
日

池
田
山
城
殿

島原の乱と徳島藩
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人
、
騎
馬
四
人
裁
判
と
記
さ
れ
て
い
る
。
士
組
の
右
備
は
、「
組
之
士
拾
七
騎

益
田
内
膳
」
と
記
載
さ
れ
（
市
原
官
兵
衛
外
一
四
名
の
組
士
と
「
馬
上
壱
騎
（
益

田
内
膳
家
来
）」
が
任
に
就
い
て
い
る
。
な
お
「
此
内
五
人
先
鉄
砲
へ
加
ル
（
下

侍
共
）」
と
記
さ
れ
、
五
名
が
先
鉄
砲
に
加
わ
っ
て
い
る
。
左
備
は
、「
組
士
拾
四

騎

稲
田
四
郎
左
衛
門
」（
速
見
権
三
郎
外
一
二
名
の
組
士
と
「
馬
乗
壱
人
（
稲

田
四
郎
左
衛
門
家
来
）」）
と
記
さ
れ
、
さ
ら
に
こ
の
内
二
人
が
「
先
鉄
炮
」
に
加

わ
っ
て
い
る
。

そ
し
て
こ
の
左
右
士
組
隊
の
間
に
「
此
備
左
右
共
壹
行
稲
田
修
理
家
来
士
拾

騎
」
と
記
さ
れ
、
稲
田
修
理
配
下
の
十
騎
を
中
央
に
置
く
と
定
め
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
こ
と
か
ら
島
原
陣
御
備
に
お
い
て
は
益
田
内
膳
と
稲
田
修
理
・
四
郎
左
衛
門

の
存
在
が
大
き
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
御
床
机
（
役
・
西
尾
左
京
）
を
取

り
囲
む
よ
う
に
十
文
字
鑓
、
大
身
鑓
、
長
刀
、
金
ゑ
つ
る
、
金
は
れ
ん
、
母
衣
、

赤
羽
織
、
白
切
記
の
集
団
が
配
置
さ
れ
、
御
床
机
を
守
る
「
備
」
が
出
来
て
い（
３５
）

る
。

こ
れ
ら
こ
の
帳
に
は
島
原
陣
の
「
備
」
に
関
す
る
様
々
な
情
報
が
記
さ
れ
て
お
り

詳
し
い
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、「
御
備
図
」、「
島
原
陣
御
備
」
に

示
さ
れ
た
戦
の
中
心
と
な
る
騎
馬
・
鉄
炮
・
弓
・
長
柄
・
旗
の
総
計
は
、
史
料
四

で
あ（
３６
）

る
。

ま
た
「
島
原
御
本
陣
人
数
書
」
に
は
こ

の
陣
立
て
に
記
さ
れ
た
者
以
外
に
、
御
傍

衆
一
二
名
、
先
手
之
横
目
六
名
、
さ
ら
に

そ
の
外
、
随
行
し
た
役
職
と
し
て
鍛
冶
大

工
奉
行
・
木
本
甚
兵
衛

外
五
名
、
金
銀

奉
行
・
新
居
小
右
衛
門

外
一
名
、
餘
慶

之
武
具

研
師

銀
師

塗
師

細
工
人

の
奉
行
と
し
て
四
宮
熊
右
衛
門
、
外
一

名
、
人
足
奉
行
・
安
藤
理
左
衛
門
、
普
請

道
具
奉
行
・
郡
伊
兵
衛
の
名
が
み
え（
３７
）

る
。

従
っ
て
こ
の
島
原
の
備
え
は
直
接
、
戦
に

従
事
す
る
者
以
外
に
そ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
役
人
・
下
侍
・
職
人
達
、
さ
ら
に
徴
発
さ
れ
た
百
姓
ら
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、

「
島
原
陣
御
備
」
か
ら
は
「
備
」
の
全
貌
は
わ
か
ら
な
い
。

⑵
「
島
原
陣
御
備
」
に
示
さ
れ
た
も
う
一
つ
の
「
備
」

先
に
見
た
「
島
原
陣
御
備
」
は
、
藩
の
陣
立
て
に
従
い
配
置
し
た
も
の
で
あ
る

が
、「
島
原
陣
御
備
」
に
は
も
う
一
つ
家
老
を
核
と
す
る
徳
島
藩
の
「
備
」
も
記

さ
れ
て
い
る
。
藩
の「
備
」は
左
右
に
わ
か
れ
編
成
す
る
が
、
左
備
は
賀
嶋
主
水
、

中
村
若
狭
、
山
田
豊
前
の
組
を
も
っ
て
編
成
さ
れ
、
右
備
は
稲
田
九
郎
兵
衛
、
池

田
山
城
守
、
長
谷
川
越
前
の
組
を
も
っ
て
編
成
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
左
右
備
の

筆
頭
で
あ
る
賀
嶋
組
と
稲
田
組
の
う
ち
、
左
備
を
勤
め
る
賀
島
組
は
、
家
老
の
も

と
に
中
老
、
物
頭
、
藩
士
が
集
ま
り
組
を
編
成
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
家
老
賀

嶋
主
水
（
一
八
二
人
半
役
）
二
〇
騎
・
役
前
之
鉄
炮
四
二
挺
・
預
置
鉄
炮
之
者
四

〇
挺
、
賀
島
次
太
夫
（
一
四
人
役
）
一
騎
・
役
前
之
鉄
炮
三
挺
、
中
老
・
生
駒
左

馬
助
（
八
九
人
半
役
）
一
六
騎
・
役
前
之
鉄
炮
一
三
挺
、
西
尾
理
右
衛
門
（
一
一

六
人
役
）
一
九
騎
・
役
前
之
鉄
炮

二
三
挺
と
続
き
、
そ
の
後
、
鉄
炮

頭
と
し
て
塩
川
内
蔵
丞
（
一
三
人

半
役
）・
役
前
之
鉄
炮
三
挺
・
取

次
二
十
人
、津
田
新
五
左
衛
門（
十

人
役
）・
役
前
之
鉄
炮
三
挺
・
取

次
二
十
人
、
山
田
角
右
衛
門
（
十

人
役
）
一
騎
・
役
前
之
鉄
炮
三

挺
・
取
次
二
十
人
、
山
内
左
近
右

衛
門
（
十
人
役
）
一
騎
・
役
前
之

鉄
炮
一
挺
・
取
次
二
十
人
、
さ
ら

に
旗
奉
行
・
上
田
宅
右
衛
門
・
取

次
二
十
人
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

外
、
使
番
・
津
田
仁
衛
門
、
伊
吹

五
郎
右
衛
門
、
石
火
矢
・
津
坂
平

【
史
料
四
】
騎
馬
・
鉄
炮
・
弓
・

長
柄
・
旗
の
総
計

騎
馬
合

二
百
騎

鉄
炮
合

五
百
七
拾
五
挺

内

参
百
四
拾
挺
預
り

内

弐
百
参
拾
五
挺
ハ
役
前

弓
合

百
弐
拾
弐
張

内

百
張
ハ
預
り

内

弐
拾
弐
張
ハ
役
前

長
柄
合

百
九
拾
七
本

内

壱
百
本
ハ
預
り

内

九
拾
七
本
ハ
役
前

旗
合

四
拾
七
本

内

弐
拾
本
ハ
預
り

内

弐
拾
七
本
ハ
役
前

写真２ 島原陣御備 （徳島県立文書館所蔵）
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右
衛
門
、
木
村
忠
大
夫
、
横
目
・
堤
部
右
衛
門
と
記
さ
れ
、
賀
島
組
と
し
て
騎
馬

合
六
三
騎
、鉄
炮
合
一
〇
〇
挺
、
役
前
之
鉄
炮
合
九
一
挺
、
役
人
合
四
三
七
人
半
、

鑓
合
一
三
〇
本
、
旗
合
一
五
本
、
弓
合
一
四
張
と
な
っ
て
い
る
。
同
じ
く
左
備
を

勤
め
る
家
老
中
村
若
狭
組
、
山
田
豊
前
組
も
同
様
に
記
載
さ
れ
「
備
」
を
編
成
し

て
い
る
。
そ
の
結
果
、
左
備
三
組
の
総
数
は
騎
馬
合
一
四
九
騎
合
（
直
九
三
騎
、

下
侍
五
六
騎
）、鉄
炮
合
三
一
〇
挺
、
役
前
之
鉄
炮
合
二
四
〇
挺
、
役
人
合
一
五
〇

〇
人
半
、
鑓
合
（
持
鑓
共
）
三
四
八
本
、
旗
合
四
九
本
、
弓
合
三
六
張
と
な
っ
て

い
る
。
な
お
そ
の
外
、
普
請
奉
行
・
安
富
平
兵
衛
外
三
名
及
び
医
師（
姓
名
な
し
）

が
記
さ
れ
て
い
る
。（
各
組
の
役
職
合
計
と
総
数
と
は
若
干
合
わ
な
い
。
今
後
の

課
題
で
あ
る
。）

一
方
、
右
備
は
家
老
の
稲
田
九
郎
兵
衛
、
池
田
山
城
、
長
谷
川
越
前
に
よ
り
編

成
し
て
い
る
。
稲
田
組
は
稲
田
九
郎
兵
衛
（
七
八
人
役
）
八
騎
・
役
前
之
鉄
炮
一

五
挺
・
預
置
鉄
炮
四
〇
挺
、
稲
田
修
理
（
五
二
人
役
）
一
〇
騎
・
役
前
之
鉄
炮
二

〇
挺
（
但
し
半
役
前
）、
修
理
二
男
・
稲
田
彦
兵
衛
（
七
二
人
半
役
）
役
前
之
鉄

炮
十
一
挺
（
組
共
）、
中
老
・
林
帯
刀
（
百
十
八
人
半
役
）
一
八
騎
・
役
前
之
鉄

炮
二
一
挺
（
組
共
）、
南
部
角
兵
衛
（
一
六
人
半
役
）
二
騎
・
役
前
之
鉄
炮
六
挺

と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
鉄
砲
頭
（
物
頭
）
は
中
尾
左
膳
（
一
七
人
半
役
）
騎
馬

二
騎
・
役
前
之
鉄
炮
五
挺
・
取
次
二
〇
人
、
井
村
徳
左
衛
門
（
七
人
役
）
一
騎
・

役
前
之
鉄
炮
二
挺
・
取
次
二
〇
人
、
市
原
長
左
衛
門
（
六
人
役
）
一
騎
・
役
前
之

鉄
炮
一
挺
・
取
次
二
〇
人
と
続
き
、
そ
の
後
に
、
旗
奉
行
・
長
谷
川
弥
右
衛
門
、

使
番
・
渡
瀬
勝
右
衛
門
、保
田
九
郎
右
衛
門
、石
火
矢
・
近
藤
儀
右
衛
門
、種
嶋
・

島
田
藤
左
衛
門
、
横
目
・
山
川
次
郎
右
衛
門
が
任
命
さ
れ
て
い
る
。
稲
田
組
の
総

数
は
騎
馬
合
五
五
騎
、
鉄
炮
合
一
〇
〇
挺
、
役
前
之
鉄
炮
合
八
六
挺
、
鑓
合
（
持

鑓
共
）
一
三
二
本
、
旗
合
一
四
本
、
弓
合
一
七
張
、
役
人
合
四
〇
七
人
半
と
定
め

て
い
る
。
同
じ
く
左
備
を
勤
め
る
池
田
山
城
組
、
長
谷
川
越
前
組
も
同
様
の
武
具

を
調
え
「
備
」
を
編
成
し
て
い
る
。
さ
ら
に
普
請
奉
行
（
稲
田
九
郎
兵
衛
、
池
田

山
城
小
屋
場
担
当
）・
関
九
郎
右
衛
門
、
同
友
之
助
、
立
木
四
郎
兵
衛
、
同
傅
之

助
・
各
一
騎
、
医
者
一
名
（
姓
名
な
し
）
も
加
え
て
い
る
。
三
組
を
合
わ
せ
た
右

備
の
総
数
は
騎
馬
合
一
四
三
騎
合
（
直
一
〇
一
騎
、
下
侍
四
二
騎
）、
鉄
炮
合
三

三
〇
挺
、
役
前
之
鉄
炮
合
二
五
一
挺
、
鑓
合
（
持
鑓
長
柄
共
）
三
五
九
本
、
旗
合

三
九
本
、
弓
合
三
七
張
、
役
人
合
一
一
一
五
人
（
役
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に

家
老
を
中
心
に
編
成
し
た
右
備
・
左
備
に
よ
り
、
徳
島
藩
の
軍
事
体
制
は
形
成
さ

れ
て
い
る
。

四

島
原
御
陣
御
旗
本
座
備
略
図
と

島
原
陣
御
旗
本
備
図
之
添
帳
に
つ
い
て

少
し
時
代
は
下
る
が
、『
蜂
須
賀
家
文
書
』
の
中
に
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）

七
月
、
長
谷
川
近
江
が
ま
と
め
た
表
題
「
御
坐
備
愚
行

共
五
冊
」
と
記
さ
れ
た

島
原
陣
の
「
備
」
に
関
す
る
史
料
（
袋
）
が
あ（
３８
）

る
。
ま
た
袋
の
端
に
は
「
此
御
帳

ニ
添
候
御
図
ハ
御
軍
帳
黒
大
箱
ニ
入
居
候
事
」
と
の
記
載
が
あ
り
、「
御
図
」
は

別
け
て
保
存
す
る
と
記
し
て
い（
３９
）

る
。
そ
の
中
の
一
冊
「
島
原
陣
御
旗
本
備
図
之
添

帳

全
」（
十
五
番
・
金
は
れ
ん
の
中
程
か
ら
、
二
十
三
番
・
惣
馬
験
ま
で
欠
損
）

と
、
記
載
内
容
が
ほ
ぼ
同
一
の
「
島
原
陣
御
旗
本
備
図
之
添
帳
」
が
「
阿
波
国
徴

古
雑
抄
」
に
あ
る
。
こ
ち
ら
は
欠
損
な
く
す
べ
て
整
っ
て
い
る
た
め
徴
古
雑
抄
所

収
の
「
島
原
陣
御
旗
本
備
図
之
添
帳
」
を
基
本
と
し
「
島
原
御
陣
御
旗
本
座
備
略

図
」
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
島
原
御
陣
の
「
備
」
及
び
「
備
図
」
に
つ
い
て
検

討
し
て
み
た
い
。

長
谷
川
近
江
は
「
島
原
陣
御
旗
本
備
図
之
添
帳
」
の
中
で
、「
諸
士
身
上
之
高

下
、
高
之
多
少
ニ
而
御
役
も
違
、
自
分
召
連
候
人
数
も
相
違
之
事
故
、
大
略
も
難

相
極
御
座
候
」「
小
荷
駄
人
夫
等
も
諸
士
之
人
数
大
略
相
分
り
不
申
候
而
ハ
員
数

難
相
立
候
」な
ど
と
諸
士
は
身
分
の
上
下
、
高
の
大
小
な
ど
に
よ
り
、
役
も
違
い
、

召
し
連
れ
る
人
足
数
も
異
な
る
た
め
、
正
し
く
諸
士
が
把
握
で
き
な
け
れ
ば
正
確

な
人
数
は
掌
握
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
当
初
、
諸
士
に
つ
い
て
は
「
帳

面
絵
図
等
、
内
々
ニ
而
」
仕
立
て
い
た
た
め
手
間
取
っ
た
こ
と
、
正
確
を
期
す
る

た
め
「
御
普
請
奉
行
手
許
之
役
割
」
を
確
認
し
、
御
蔵
所
に
て
「
諸
士
無
挌
之
惣

人
数
帳
」
と
「
目
付
手
許
御
役
人
帳
」
と
の
照
合
を
し
た
た
め
思
う
よ
う
に
進
ま

な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
備
図
は
本
来
は
「
御
軍
帳
之
内
之
御
備
組
」
よ
り
組
立
て

島原の乱と徳島藩
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る
べ
き
で
あ
る
が
少
々
間
違
い
も
あ
り
、
成
立
も
不
確
実
で
あ
る
た
め
、「
島
原

之
節
」
と
題
が
付
け
ら
れ
た
、「
御
軍
帳
」
と
同
様
と
思
え
る
賀
島
長
門
所
持
の

帳（
島
原
御
陣
御
備
立
帳
）を
元
帳
に
作
成
し
た
こ
と
な
ど
苦
労
を
記
し
て
い
る
。

但
し
、
作
成
さ
れ
た
図
は
「
迚
も
大
意
」
と
も
述
べ
て
い
る
。

さ
て
、
近
江
の
努
力
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
「
島
原
御
陣
御
旗
本
座
備
略
図
」
の

説
明
書
と
思
わ
れ
る
「
島
原
陣
御
旗
本
備
図
之
添
帳
」
に
は
、
先
手
鉄
砲
か
ら
総

馬
験
（
印
）
ま
で
、
個
々
の
隊
に
一
番
か
ら
二
十
三
番
ま
で
番
号
を
付
け
、
そ
の

隊
の
特
徴
と
私
的
な
意
見
を
添
え
て
い
る
。
こ
こ
に
示
さ
れ
た
各
隊
と
注
目
さ
れ

る
事
柄
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。（
図
一
「
島
原
御
陣
御
旗
本
座
備
略
図
」
参
照
）

○
一
番

鉄
砲

五
百
拾
四
挺
（
鉄
炮
頭
弐
拾
六
人
、内
拾
五
人
ハ
居
り
、

鉄
炮
頭
七
人
ハ
組
士
、
四
人
ハ
稲
田
修
理
預
り
並
自
分

役
前
鉄
炮
之
頭
と
し
て
下
侍
ゟ
出
ル
）

○
二
番

弓

五
拾
張
（
弓
頭
五
人
、
小
頭
五
人
、
足
軽
弐
拾
人
に
小

頭
一
人
と
見
申
候
）

○
三
番

御
旗

八
本
、
騎
馬
四
人
、
長
柄
九
拾
本
、
歩
指
拾
八
人

○
四
番

侍
組

（
弐
組
ニ
而
廿
弐
騎
、
外
ニ
下
侍
弐
騎
）

○
五
番

稲
田
修
理

（
此
備
ハ
九
郎
兵
衛
家
法
も
可
有
御
座
事
）

○
六
番

筒
持

六
拾
挺
（
只
今
ニ
而
ハ
五
拾
弐
人
ニ
而
御
座
候
事
）

○
七
番

持
弓

五
拾
張
り
（
只
今
ニ
而
ハ
六
拾
人
御
座
候
事
）

○
八
番

御
旗

弐
拾
本

○
九
番

大
御
馬
験

（
右
弐
株
御
旗
之
者
持
之
）

○
十
番

長
柄
百
本

（
定
普
請
之
者
持
之
）

○
拾
壱
番

歩
指
三
拾
弐
人
（
名
面
ハ
廿
六
人
出
あ
り
）

○
拾
弐
番

徒
士
三
拾
人
（
此
歩
行
之
株
不
相
見
候
へ
共
、
多
少
ニ
不
限
、
是
非
々
々

此
所
ニ
無
之
て
ハ
不
相
成
候
ニ
付
相
記
申
候
）

○
拾
三
番

小
御
馬
験

（
錫
杖
御
鎗
也
）

○
拾
四
番

長
刀
二
振
、
十
文
字
鎗
弐
本
、
大
身
鎗
弐
本

○
拾
五
番

金
は
れ
ん
、
金
ゑ
つ
る

（
金
は
れ
ん
十
人
は
御
目
付
、
金
ゑ
つ
る
十
人
は
御
奏

者
御
使
番
）

○
拾
六
番

左
右
母
衣
六
人
御
使
番

御
大
将

御
床
机
・
御
采
幣

御
馬
ハ
御
後
へ
被
指
置

（
谷
求
馬
ゟ
西
尾
齋
迄
拾
人
御
近
習
其
外
家
筋
之
者
、

又
ハ
軍
法
巧
者
之
類
也
、
銀
腰
継
羽
織
着
用
）

○
拾
七
番

赤
羽
織
三
十
人
（
此
朱
印
御
床
机
近
を
一
と
し
て
其
外
ト
エ
、
二
、

三
、
四
と
書
す
）

一

御
左
右
奥
御
小
姓
、
御
児
小
姓
三
拾
人
、
騎
馬
、
無
騎
馬
、
無
足
、

小
姓
打
込
と
相
見
申
候

二

右
外
ト
御
左
右
御
後
迄
、
御
徒
士
有
之
筈
ニ
候
へ
共
、
侍
外
之
事
故

名
前
無
之

○
拾
八
番

白
切
裂
六
十
騎

三

御
左
右
ゟ
御
後
迄
白
切
裂
六
十
人
、
知
行
取
、
無
足
、
小
性
交
ル

○
拾
九
番

山
分
鉄
炮
（
惣
而
百
挺
此
所
六
拾
挺
）

四

此
山
分
鉄
炮
六
拾
挺
物
頭
両
人
指
係
り
、
組
士
之
内
ゟ
被
仰
付

○
弐
拾
番

楯
其
外
要
用
之
御
品
（
御
褒
美
長
持
等
此
所
へ
御
持
セ
青
ニ
而
書
記

候
）

○
廿
一
番

小
荷
駄
（
小
荷
駄
之
義
ハ
不
軽
物
ニ
御
座
候
ヘ
ハ
受
持
大
身
ゟ
相
勤

候
筈
ニ
候
へ
共
御
帳
ニ
ハ
見
不
申
候
）

○
廿
二
番

鉄
炮
八
十
挺

山
分
鉄
炮
四
拾
挺
（
鉄
炮
頭
四
人
、
小
頭
四
人
、
玉

薬
人
足
等
、
御
先
鉄
炮
之
内
ゟ
四

頭
宛
、
日
々
代
々
相
勤
候
也
）

○
廿
三
番

惣
馬
験
（
印
）

鳥
毛
三
団
子
（
合
戦
之
節
物
頭
已
上
或
ハ
母
衣
之

者
等
ハ
馬
引
付
、
其
餘
鑓
突
候
当
り

の
侍
ハ
、
馬
を
此
所
へ
相
集
、
混
乱

無
之
様
ニ
立
並
置
申
候
）

以
上
二
十
三
の
隊
に
よ
り
島
原
陣
の
「
備
」
は
成
立
し
て
い
る
。

こ
の
内
、
戦
の
な
か
で
先
陣
を
な
す
鉄
炮
隊
は
、
鉄
炮
頭
二
六
人
の
内
一
五
人

は
居
り
、
七
人
は
組
士
、
四
人
は
稲
田
修
理
預
り
の
下
侍
よ
り
出
る
。
頭
二
六
人
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の
内
四
人
は
日
替
わ
り
で
「
御
跡
」
へ
付
く
と
さ
れ
、
御
先
鉄
砲
は
四
三
四
挺
と

記
さ
れ
て
い
る
。
小
頭
は
足
軽
二
〇
人
に
一
人
宛
、
鉄
砲
五
、
六
挺
〜
一
〇
挺
に

つ
き
玉
薬
箱
一
荷
、
一
一
、
一
二
挺
〜
二
〇
挺
ま
で
は
二
荷
と
し
、
以
後
こ
の
割

合
と
さ
れ
た
。
ま
た
「
桐
ノ
火
并
水
入
筒
」
を
持
た
せ
る
た
め
足
軽
五
人
に
人
足

一
人
宛
付
け
る
。
鉄
炮
五
挺
の
内
一
挺
は
種
ヶ
島
、
異
風
物
に
て
拾
匁
筒
入
る
。

鉄
炮
は
敵
合
六
〇
間
位
よ
り
二
一
七
挺
宛
代
わ
る
代
わ
る
撃
つ
と
、
隊
の
人
数
か

ら
装
備
の
基
準
に
至
る
ま
で
細
か
く
記
し
て
い
る
。

続
く
弓
隊
も
戦
の
主
力
で
あ
り
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
弓
は
五
〇
張
と

さ
れ
先
の
基
準
に
従
っ
て
弓
頭
五
人
、
小
頭
五
人
、
小
頭
一
人
に
足
軽
二
〇
人
と

さ
れ
、
一
人
二
〇
本
宛
射
る
と
し
て
矢
数
は
数
千
に
な
る
と
さ
れ
る
。
弓
五
張
り

に
つ
き
矢
箱
一
荷
と
定
め
、
合
戦
時
に
は
籠
靭
を
付
け
る
。
ま
た
足
軽
一
〇
人
に

人
足
一
人
を
付
け
、
手
伝
い
を
さ
せ
る
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
近
江
は
鉄
炮
と

弓
の
比
率
は
五
対
一
で
あ
る
が
こ
れ
で
は
「
弓
少
な
く
御
座
候
」
と
意
見
を
述
べ

て
い
る
。

ま
た
、
五
番
隊
で
あ
る
稲
田
修
理
も
注
目
さ
れ
る
存
在
で
あ
る
。
稲
田
家
は
藩

内
第
一
の
知
行
高
を
誇
り
、
代
々
家
老
職
を
勤
め
、
淡
路
支
配
を
委
ね
ら
れ
た
存

在
で
あ
り
、「
備
」
の
重
席
で
あ
る
右
備
を
賀
島
家
と
共
に
勤
め
る
重
要
な
家
柄

で
あ
っ
た
。
こ
の
「
島
原
陣
御
備
」
に
お
い
て
も
修
理
を
は
じ
め
長
男
稲
田
九
郎

兵
衛
、
次
男
彦
兵
衛
も
加
わ
り
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
修
理
に
つ

い
て
は
、「
島
原
の
時
従

公
儀
人
数
御
定
あ
る
に
付
、
稲
田
修
理
御
前
備
に
て

御
先
手
を
も
兼
帯
し
て
相
勤
む
」
と
記
さ
れ
、
御
前
備
と
先
手
を
掛
け
持
ち
、
侍

大
将
と
し
中
央
に
位
置
し
、
士
組
を
率
い
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い（
４０
）

る
。
ま
た図１「島原御陣御旗本座備略図」

島原の乱と徳島藩
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こ
の
「
島
原
陣
御
備
」
中
に
は
、「
此
備
ハ
九
郎
兵
衛
家
法
も
可
有
御
座
事
」
と

記
さ
れ
て
お
り
稲
田
家
は
戦
時
下
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
様
に
も

思
え
る
。
た
だ
し
、
寛
文
の
御
帳
で
は
「
御
家
老
ハ
御
先
手
」
を
命
じ
ら
れ
、
こ

こ
ヘ
は
「
中
老
数
人
相
備
候
而
、
御
指
入
ニ
相
成
」
と
変
更
さ
れ
て
い
る
。

御
大
将
（
御
床
机
・
御
采
幣
）
を
中
心
に
、
そ
の
前
後
左
右
を
取
り
囲
む
「
備
」

は
、
隊
に
よ
り
色
が
統
一
さ
れ
、
色
彩
豊
か
な
陣
立
で
あ
っ
た
。
帳
に
は
御
大
将

の
周
囲
を
「
御
馬
ハ
御
後
へ
被
指
置－

－
－

中
略－

－
－

鉄
革
等
張
候
丈
夫
な
る

大
楯
を
突
立
、
楯
持
之
力
量
之
者
」や「
御
具
足
箱
、
御
挟
箱
、
御
裘
箱
、
御
茶
、

弁
当
の
類
、
要
用
の
御
道
具
持
人
力
量
之
者
」「
一
廉
之
御
防
可
仕
者
」
を
小
奉

行
無
格
の
類
の
内
か
ら
選
び
帯
刀
の
上
、
付
添
わ
せ
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の
周
囲

を
、
拾
七
番
の
赤
羽
織
（
御
左
右
奥
御
小
姓
、
御
児
小
姓
、
御
徒
士
が
選
ば
れ
鮮

や
か
な
猩
々
緋
羽
織
な
ど
を
着
用
）、
拾
八
番
・
白
切
裂
（
割
）
六
十
騎
、
拾
九

番
・
山
分
鉄
炮
（
百
挺
こ
の
所
六
十
挺
）
を
取
り
囲
む
よ
う
配
置
す
る
な
ど
幾
重

に
も
折
り
重
な
る
陣
立
て
を
と
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
御
大
将
を
核
と
し
て
、
力
強

さ
と
華
麗
さ
を
合
わ
せ
持
つ
「
備
」
が
で
き
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

以
上
、「
島
原
御
陣
御
旗
本
座
備
略
図
」
の
解
説
書
・
取
扱
説
明
書
と
で
も
言

う
べ
き
「
島
原
陣
御
旗
本
備
図
之
添
帳
」
か
ら
は
、
長
谷
川
近
江
の
島
原
陣
の
時

の
「
備
」
を
正
確
に
残
そ
う
と
す
る
姿
勢
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
。
正
確
な
「
備
」

の
人
数
の
把
握
が
な
け
れ
ば
「
実
ニ
御
役
ニ
ハ
相
立
不
申
候
」
と
の
指
摘
や
、
ま

マ

マ

た
「
曲
之
な
り
に
も
組
立
置
候
ハ
ヽ
又
五
十
年
哉
七
十
年
之
内
、
す
り
と
申
節
之

少
之
御
助
ニ
も
可
罷
成
哉
」
と
の
先
を
見
越
し
て
の
指
摘
は
、
家
老
と
し
て
発
言

以
上
に
、
藩
政
に
掛
け
る
近
江
の
強
い
決
意
を
示
し
て
い
る
様
に
思
え
る
。
だ
か

ら
こ
そ
賀
島
の
帳
に
は
歩
行
之
株
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、「
多
少
ニ
不
限
是

非
是
非
此
所
ニ
無
之
て
ハ
不
相
成
候
ニ
付
相
記
申
候
」
と
よ
り
よ
い
「
備
」
を
求

め
、
書
き
加
え
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
最
後
に
解
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、

「
御
尋
被
遊
被
下
度
奉
存
候
」
と
述
べ
こ
の
帳
を
閉
じ
て
い
る
。
後
に
十
三
代
藩

主
斉
裕
が
、
家
老
に
近
江
が
作
成
し
た
島
原
の
乱
に
関
す
る
史
料
の
整
理
・
提
出

を
命
じ
た
の
は
、
近
江
の
指
摘
に
何
か
感
ず
る
も
の
が
あ
っ
た
た
め
と
思
わ
れ

（
４１
）

る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
「
島
原
御
陣
御
旗
本
座
備
略
図
」
は
島
原
の
陣
の
「
備
」

を
正
確
に
、
且
つ
美
し
く
表
現
し
て
い
る
と
い
え
る
。

お
わ
り
に

公
儀
の
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
政
策
に
よ
り
、
キ
リ
シ
タ
ン
は
許
さ
れ
な
い
宗
教
と

し
て
弾
圧
さ
れ
島
原
の
乱
以
前
か
ら
「
追
放
」
・
「
所
預
け
」
・
「
籠
舎
」
な
ど
の

厳
し
い
処
罰
を
受
け
て
い
る
。

一
方
、
こ
の
禁
教
政
策
が
展
開
さ
れ
る
寛
永
期
は
、
諸
大
名
に
と
っ
て
は
公
儀

の
要
請
や
藩
内
の
諸
政
策
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
領
民
に
負
担
を
求
め
苛

政
を
し
な
け
れ
ば
成
ら
な
い
時
期
で
あ
っ
た
。
こ
の
領
民
に
負
担
が
重
く
伸
し
掛

か
る
厳
し
い
状
況
の
中
、
寛
永
十
四
年
に
起
こ
っ
た
島
原
の
乱
は
、
幕
藩
体
制
確

立
過
程
の
中
で
、
何
れ
の
国
で
も
起
こ
り
う
る
出
来
事
で
あ
っ
た
。
特
に
信
仰
と

結
び
つ
い
た
民
衆
の
動
き
は
一
段
と
危
険
性
を
は
ら
ん
で
い
た
と
言
え
よ
う
。
公

儀
が
島
原
の
乱
鎮
圧
後
、
矢
継
ぎ
早
に
キ
リ
シ
タ
ン
厳
禁
を
命
じ
た
の
は
、
幕
藩

体
制
と
相
容
れ
な
い
キ
リ
シ
タ
ン
取
締
の
徹
底
を
図
る
と
同
時
に
、
一
揆
を
押
さ

え
込
む
民
衆
支
配
政
策
と
も
深
く
関
連
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

徳
島
藩
の
場
合
、
島
原
の
乱
後
、
公
儀
の
御
触
れ
に
対
応
す
る
禁
令
は
直
ぐ
に

発
布
さ
れ
て
お
ら
ず
、
若
干
の
時
間
的
遅
れ
を
も
っ
て
出
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し

禁
令
が
出
て
い
な
く
て
も
、
県
下
の
（
転
び
）
キ
リ
シ
タ
ン
た
ち
は
訴
え
ら
れ
、

処
罰
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
島
原
の
乱
と
は
関
係
な
く
キ
リ
シ
タ
ン
厳
禁
の

方
針
は
貫
徹
し
て
い
た
と
い
え
る
。

そ
し
て
、
藩
の
島
原
の
乱
の
対
応
か
ら
は
公
儀
と
藩
、
藩
主
と
家
臣
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
関
係
が
窺
え
る
。
従
来
、
島
原
の
乱
に
つ
い
て
は
「
阿
淡
年
表
秘
録
」
に

示
さ
れ
た
、
上
使
島
原
下
向
時
の
船
役
な
ど
の
要
請
に
対
し
山
城
守
の
「
如
何
様

之
義
も
難
斗
ト
存
船
指
留
置
候
」
と
の
臨
機
応
変
な
る
才
覚
に
よ
り
大
役
を
果
た

し
、
そ
の
た
め
山
城
守
は
老
中
か
ら
お
褒
め
を
戴
い
た
と
し
て
、
彼
の
活
躍
が
大

き
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
今
回
、
博
物
館
か
ら
新
し
く
紹
介
さ
れ
た
忠

英
の
書
状
か
ら
は
船
の
手
配
か
ら
人
員
の
選
定
、上
使
派
遣
の
対
応
に
至
る
ま
で
、

２０



藩
主
が
山
城
守
に
指
示
を
だ
し
、
そ
の
趣
旨
に
添
っ
て
人
員
・
舟
を
整
え
対
応
し

て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。た
と
え
ば
藩
主
の「
一
上
使
衆
彼
地
ニ
御
深
入
も
候
ハ
ヽ

各
被
罷
上
ま
て
、
彼
表
ニ
舟
相
待
止
可
申
、
自
然
達
而
御
断
ニ
候
ハ
ヽ
如
何
躰
ニ

も
御
指
図
次
第
ニ
可
仕
候
」と
の
指
示
は
、
山
城
守
の
後
ろ
盾
と
な
り
、
彼
の
執
っ

た
行
動
は
、
藩
主
の
指
示
を
う
け
て
の
対
応
で
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
ま
た
、

大
坂
西
町
奉
行
曽
我
又
左
に
大
坂
へ
の
船
派
遣
を
書
状
に
て
伝
え
、
さ
ら
に
船
派

遣
要
請
が
あ
れ
ば
送
る
こ
と
を
、
山
城
守
に
「
内
々
其
旨
申
遣
候
」
と
す
る
行
為

は
、問
題
の
重
要
性
を
見
極
め
機
敏
に
対
応
す
る
藩
主
の
政
治
的
手
腕
が
よ
く
現

れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

な
お
島
原
へ
派
遣
す
る
人
数
は
「
島
原
御
本
陣
人
数
書
」
に
よ
る
と
二
五
四
人

と
さ
れ
る
が
、
長
谷
川
近
江
が
指
摘
し
た
よ
う
に
こ
こ
に
は
下
侍
、
足
軽
、
動
員

さ
れ
人
足
等
は
含
ま
れ
て
い
な
い
た
め
、
そ
の
数
を
加
え
る
と
相
当
数
の
人
数
に

な
る
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
近
江
は
、
島
原
の
陣
を
正
確
に
知
る
重
要
性
を
指
摘

す
る
が
、
こ
の
事
は
以
後
の
藩
政
に
も
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ

る
。そ

れ
を
証
明
す
る
か
の
ご
と
く
、
長
谷
川
近
江
が
著
し
た
帳
面
・
備
図
に
付
い

て
藩
主
斉
裕
は
、
家
老
賀
島
出
雲
と
蜂
須
賀
信
濃
に
対
し
調
査
を
命
じ
て
い
る
。

そ
し
て
、
そ
の
命
に
従
い
集
め
た
近
江
の
史
料
を
土
蔵
に
保
管
し
て
い
る
旨
を
記

し
た
家
老
か
ら
の
書
状
（
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
十
二
月
四
日
付
け
）
が
残
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
集
め
ら
れ
た
史
料
の
一
つ
「
島
原
陣
御
旗
本
備
図
之
添
帳
」の

末
尾
に
は
解
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、「
御
尋
被
遊
被
下
度
奉
存
候
」
と
記
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
呼
応
す
る
か
の
ご
と
く
、
作
成
か
ら
一
ヶ
月
後
の
寛
政
二

年
八
月
に
表
題
「
先
達
而
御
備
図
等
指
上
候
ニ
付
猶
又
御
尋
之
儀
有
之
御
請
之

控
」
と
記
さ
れ
た
藩
主
の
質
問
と
、
そ
れ
に
対
す
る
回
答
を
添
え
た
文
書
が
残
さ

れ
て
い（
４２
）

る
。
さ
ら
に
こ
れ
を
入
れ
た
袋
に
は
、「
随
分
用
立
候
品
ニ
候
」
と
記
さ

れ
、
彼
の
指
摘
は
一
定
の
評
価
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

で
は
な
ぜ
島
原
の
乱
か
ら
お
よ
そ
二
百
年
も
経
っ
た
時
に
斉
裕
は
近
江
が
作
成

し
た
島
原
の
乱
関
係
資
料
の
提
出
を
命
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
提
出
を
命
じ

ら
れ
た
頃
は
日
本
近
海
へ
諸
外
国
船
の
接
近
が
著
し
く
増
加
し
、
国
際
情
勢
が
大

き
く
変
わ
る
時
期
で
あ
っ
た
。
特
に
こ
の
年
（
天
保
八
）
六
月
は
モ
リ
ソ
ン
号
事

件
が
勃
発
し
、
公
儀
の
対
外
政
策
に
批
判
が
起
こ
り
、
国
内
外
の
緊
張
が
一
段
と

高
ま
っ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
こ
の
緊
迫
状
況
の
中
、
斉
裕
は
島
原
の
乱
時
の「
備
」

を
、
新
し
く
起
る
で
あ
ろ
う
諸
外
国
と
の
対
応
の
参
考
に
し
よ
う
と
し
て
調
査
・

提
出
を
命
じ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
さ
に
近
江
の
「
島
原
陣
御
旗
本

備
図
之
添
帳
」
の
最
後
に
述
べ
た
「
曲
之
な
り
に
も
組
立
置
候
ハ
ヽ
又
五
十
年
哉

マ

マ

七
十
年
之
内
、
す
り
と
申
節
之
少
之
御
助
ニ
も
可
罷
成
哉
」
と
の
考
え
が
現
実
味

を
帯
び
て
き
た
と
い
え
よ
う
。

以
上
、
小
稿
は
、
島
原
の
乱
鎮
圧
に
加
勢
し
な
か
っ
た
徳
島
藩
の
対
応
を
公
儀

と
の
関
係
に
注
目
し
な
が
ら
考
察
し
、
乱
が
藩
に
も
た
ら
し
た
意
義
を
明
ら
か
に

し
よ
う
と
試
み
た
が
、
島
原
御
陣
の
「
備
」
に
多
く
を
費
や
し
有
効
に
結
び
つ
け

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。「
備
」
は
多
岐
に
わ
た
り
、
解
明
困
難
な
項
目
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
小
稿
の
一
つ
と
し
て
括
り
付
け
考
察
せ
ん
と
し
た
所
に
大

き
な
課
題
を
残
し
て
し
ま
っ
た
。
今
後
こ
れ
ら
個
々
の
問
題
を
よ
り
深
め
、
関
係

を
明
ら
か
に
し
島
原
の
乱
の
持
つ
意
義
を
徳
島
の
キ
リ
シ
タ
ン
史
・
藩
政
史
の
な

か
で
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

（
注
）

（
１
）
『
阿
淡
年
表
秘
録
』
九
八
〜
一
〇
一
頁

（
２
）
「
島
原
の
乱
と
徳
島
藩
」

徳
島
県
第
三
巻

二
四
八
〜
二
四
九
頁

（
３
）
「
徳
島
藩
の
軍
事
力
」
『
徳
島
市
史
』
第
六
巻

五
八
〜
六
二
頁

（
４
）
「
藩
主
忠
英
か
ら
家
老
池
田
山
城
守
へ
の
書
状
」（『
徳
島
県
立
博
物
館
』
所
蔵
）

（
５
）
そ
の
後
、
島
原
へ
は
多
く
の
地
域
か
ら
移
住
者
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
南
島
原
市

教
育
委
員
会
に
よ
る
と
徳
島
か
ら
先
祖
が
移
住
し
て
来
た
と
伝
承
が
あ
る
七
条
家
の

寄
贈
文
書
「
南
蛮
流
医
薬
書
」（
口
之
津
歴
史
民
俗
資
料
館
収
蔵
）
は
、「
阿
波
郡
新

開
見
付
帳
」（
現
阿
波
市
）
の
慶
長
の
検
地
帳
を
裏
返
し
て
再
利
用
し
て
い
る
事
が
分

か
り
、
徳
島
か
ら
も
移
住
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
と
紹
介
し
て
い
る
。

（
６
）
長
谷
川
近
江
（
貞
幹
）
高
五
千
石

家
老
職

御
仕
置
御
用

明
和
三
年
四
月
相

続
、
寛
政
三
年
五
月
没
（『
藩
士
譜

下
』
宮
本
武
史
編
）
な
お
、『
阿
淡
藩
翰
譜

六
』

（
中
山
義
純
輔
・
牛
田
義
文
釈
注
）
に
よ
る
と
、
近
江
は
天
明
飢
饉
時
の
厳
し
い
財

島原の乱と徳島藩
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政
状
況
の
な
か
藩
政
改
革
に
従
事
す
る
が
、
批
判
を
受
け
「
天
明
九
年
九
月
一
五
日

御
用
、
勤
め
方
宜
し
か
ら
ず
、
職
禄
召
し
放
さ
れ
蟄
居
仰
せ
付
け
ら
る
」
と
失
脚
し

て
い
る
。

（
７
）
『
蜂
須
賀
家
文
書
』２７A‐７７２‐１

〜５

（
８
）
「
島
原
陣
御
備
」
（『
徳
島
県
立
文
書
館
』
所
蔵

岩
村
家
文
書

イ
ワ
ム
０００００９

）

（
９
）
『
御
触
書
寛
保
集
成
』
一
二
二
五

（
１０
）

同

前

一
二
二
六

（
１１
）

同

前

一
二
二
七

（
１２
）

同

前

一
二
二
八

（
１３
）

同

前

一
二
二
九
・
一
二
三
〇

（
１４
）
拙
稿
「
徳
島
藩
の
キ
リ
シ
タ
ン
禁
教
政
策
と
藩
政
確
立
」（『
四
国
に
お
け
る
キ
リ
シ

タ
ン
禁
教
政
策
の
展
開
』
平
成
十
三
年
六
月
刊
）

（
１５
）
『
平
島
家
家
臣
荒
井
家
文
書

―
吉
利
支
丹
祐
賀
一
巻
―
』（
徳
島
の
古
文
書
を
読

む
会
六
班

徳
島
県
立
文
書
館

平
成
十
九
年
四
月
刊
）

（
１６
）
「
那
東
郡
和
田
島
村
吉
利
支
丹
御
改
仕
上
ル
御
帳
」（『
小
松
島
市
史
』
上
巻

昭
和

四
十
九
年
三
月
刊
）
一
九
四
〜
一
九
八
頁

（
１７
）
『
阿
淡
年
表
秘
録
』
一
〇
六
頁

（
１８
）

同

前

一
一
〇
頁

（
１９
）
「
御
法
度
写
」
『
蜂
須
賀
家
文
書
』

２７A‐２３４

（
国
文
学
研
究
資
料
館
）

（
２０
）
「
御
家
老
之
面
々
ゟ
町
奉
行
江
被
相
渡
候
御
書
附
写
」『
蜂
須
賀
家
文
書
』２７A‐

３１２‐１

（
２１
）
「
綱
矩
様
御
代
寛
永
ヨ
リ
貞
享
迠

郡
方
記
録
五
冊
」
『
蜂
須
賀
家
文
書
』２７A‐

２８７‐１「
忠
英
・
光
隆
直
仕
置
御
判
物
」
『
蜂
須
賀
家
文
書
』２５A‐１７４‐３

（
２２
）
『
蜂
須
賀
家
文
書
』２７A‐７７２‐１

「
先
手
左
右
島
原
御
陣
御
備
組
定
帳

乾
」

（
国
文
学
研
究
資
料
館
）

（
２３
）
『
阿
淡
年
表
秘
録
』
九
八
〜
一
〇
二
頁

（
２４
）
「
蜂
須
賀
家
家
臣
成
立
書
并
系
図
共
」（
徳
島
大
学
附
属
図
書
館
）
に
よ
る
と
前
田

助
左
衛
門
の
父
・
勘
右
衛
門
は
、
天
正
十
五
年
、
十
五
歳
の
時
、
尾
張
よ
り
参
り
瑞

雲
院
に
奉
公
し
、
高
四
百
石
を
拝
領
し
て
い
る
。
父
勘
右
衛
門
の
隠
居
後
、
家
督
を

継
い
だ
助
左
衛
門
は
「
御
使
番
役
」と
な
り
、
肥
後
嶋
原
一
揆
の
節
は
「
御
附
使
者
」

と
し
て
活
躍
し
、
帰
国
後
は
御
鉄
砲
壱
組
を
預
か
り
、
高
百
石
加
増
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
２５
）
「
府
内
目
付
林
勝
正
・
牧
野
成
純
よ
り
大
阪
へ
乱
の
第
一
報
が
届
く
」（『
新
修
大
阪

市
史
史
料
編
』
第
六
巻
近
世
１
政
治
１

平
成
十
九
年
十
二
月
）

（
２６
）
「
大
坂
城
代
な
ど
が
、
京
都
所
司
代
板
倉
重
宗
と
共
に
府
内
目
付
・
九
州
諸
大
名
に

乱
の
鎮
圧
を
命
じ
る
。」（『
新
修
大
阪
市
史
史
料
編
』
第
六
巻
近
世
１
政
治
１

平

成
十
九
年
十
二
月
）

（
２７
）
「
藩
主
忠
英
か
ら
家
老
池
田
山
城
守
へ
の
書
状
」（『
徳
島
県
立
博
物
館
所
蔵
』）

二
代
藩
主
忠
英
か
ら
家
老
池
田
山
城
へ
の
書
状

尚
々
右
之
外
大
坂
ゟ
船

指
上
せ
候
へ
と
申
越
候
ハ
ヽ
、
追
々

可
被
指
上
せ
候
、
曽
我
又
左
方
ヘ

態
飛
脚
指
下
候
、
昨
日
も

内
々
其
旨
申
遣
候
、
以
上

申
遣
候
、
前
田
助
左
衛
門
義
京
都

よ
り
小
袖
道
眼
下
り
次
第
ニ

一
刻
も
は
や
く
出
船
尤
候

一
昨
日
も
如
申
遣
あ
ま
草
き
り

し
た
ん
あ
つ
ま
り
罷
居
候
由
追
々

注
進
有
之
付
而
、
寺
澤
兵
庫

領
内
故
早
々
被
遣
候
、
其
外

彼
地
隣
国
之
衆
、
宗
門
改

又
ハ
在
所
仕
置
の
た
め
御
暇

被
遣
被
罷
上
候
、
自
然
追
々

上
使
衆
被
遣
義
も
可
有
之

候
之
間
、
大
坂
ま
て
船
ヲ
指
上
せ

可
申
、
弥
最
前
之
通
ニ
国

元
ニ
も
舟
用
意
仕
置
、
尤

舟
数
之
注
文
別
紙
ニ
遣
候
、

庄
野
弥
兵
衛
参
候
様
ニ
と
最
前

申
遣
候
、
自
然
か
し
ら
衆
多

被
参
義
も
可
有
候
而
、
高
木

善
二
郎
申
付
可
被
指
上
候
、

善
二
郎
申
付
可
被
指
上
候
、

北
泊
リ
あ
け
て
罷
越
義
如
何

と
被
存
候
ハ
ヽ
、
善
二
郎
替
を

壱
人
た
れ
よ
り
も
被
申
付
、
北
泊
へ

遣
可
被
申
候

一
船
中
萬
遣
道
具
品
々
可
被

申
付
候

一
上
使
衆
彼
地
ニ
御
深
入
も
候
ハ
ヽ

各
被
罷
上
ま
て
、
彼
表
ニ
舟

相
待
止
可
申
、
自
然
達
而
御

断
ニ
候
ハ
ヽ
如
何
躰
ニ
も
御
指
図

次
第
ニ
可
仕
候

一
船
指
上
せ
置
候
由
、
大
坂
曽
我

又
左
ま
て
、
此
度
書
状
遣
候
而

可
得
其
意
候
、
追
々
舟
御
用

之
由
候
ハ
ヽ
一
左
右
可
申
遣
候
条

無
油
断
可
被
申
付
候
謹
言

（
寛
永
十
四
年
）

十
一
月
十
五
日

花
押

池
田
山
城
殿

２２



（
２８
）
「
覚
」（
在
所
仕
置
き
・
長
詰
め
に
よ
り
暇
が
認
め
ら
れ
た
藩
主
）（『
徳
島
県
立
博
物

館
所
蔵
』）
に
は
鍋
島
甲
斐
外
二
三
名
に
キ
リ
シ
タ
ン
仕
置
の
た
め
、
暇
が
許
さ
れ
て

い
る
。

（
２９
）
「
船
之
注
文
書
」（
藩
主
か
ら
池
田
山
城
守
へ
の
注
文
書
）（『
徳
島
県
立
博
物
館
所
蔵
』）

（
３０
）
尚
、
高
木
善
二
郎
が
担
当
し
た
住
吉
丸
は
、『
阿
波
蜂
須
賀
藩
之
水
軍
』（
団
武
雄

著
）
に
は
「
拾
弐
端
帆
六
拾
挺
立
、
此
御
船
、
以
前
国
吉
丸
と
号
、
後
解
船
相
成
申
候
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
３１
）
「
上
使
な
ど
渡
海
に
つ
き
四
国
諸
大
名
な
ど
お
よ
び
大
阪
の
船
を
派
遣
す
る
。」（『
新

修
大
阪
市
史
史
料
編
』
第
六
巻
近
世
１
政
治
１

平
成
十
九
年
十
二
月
）
大
阪
城

代
・
阿
部
備
中
守
ら
か
ら
土
井
大
炊
守
な
ど
老
中
に
知
ら
さ
れ
た
、
大
阪
に
集
め
ら

れ
た
船
の
内
、
御
使
衆
や
御
暇
の
た
め
に
残
さ
れ
た
船
数
が
下
表
で
あ
る
。

（
３２
）
（
注
２７
）、（
注
２９
）・【
史
料
三
】
参
照

（
３３
）
「
備
之
部
」（『
蜂
須
賀
家
文
書
』２７A‐００７７４‐１

〜４

国
文
学
史
料
館
）

（
３４
）
徳
島
県
立
文
書
館
所
蔵
の
「
島
原
陣
御
備
」（イ

ワ
ム
０２６９５０００

）
に
は
「
阿
波
国

文
庫
」
の
印
が
あ
る
。
ま
た
「
御
旗
本
島
原
御
陣
備
帳

坤
」（『
蜂
須
賀
家
文
書
』

２７A‐７７２‐２
国
文
学
史
料
館
所
蔵
）
の
記
載
内
容
と
も
一
致
す
る
。
但
し
「
御
旗
本

島
原
御
陣
備
帳

坤
」
に
は
小
馬
印
以
降
の
記
載
は
無
い
。

覚

鍋
島
甲
斐
殿

小
笠
原
右
近
殿

同

紀
伊
守
殿

同

信
濃
殿

細
川
肥
後
殿

同

壱
岐
殿

寺
澤
兵
庫
殿

松
平
丹
後
殿

立
花
飛
騨
殿

松
平
丹
波
殿

五
嶋
淡
路
殿

本
多
甲
斐
殿

木
下
右
衛
門
殿

同

能
登
殿

稲
葉
民
部
殿

同

内
記
殿

中
川
内
膳
殿

此
御
衆
爰
元
久
く
御
詰
候
故

相
良
壱
岐
殿

御
暇
被
遣
候
以
上

伊
藤
大
和
殿

松
浦
肥
前
殿

久
留
嶋
丹
波
殿

秋
月
長
門
殿

黒
田
甲
斐
殿

同

市
正
殿

此
御
衆
今
度
き
り
し
た
ん
の
義
ニ

付
隣
国
故
在
所
仕
置
の
た
め

御
暇
被
遣
候
以
上

寛
永
十
五
年
正
月

最
前
残
置
候
船
之
内
、
追
々

上
使
衆
并
今
度
御
暇

之
衆
へ
渡
シ
候
船
数
之
覚

一
関
銭
弐
艘
四
拾
四
丁
立

紀
伊
国
御
船

四
拾
弐
丁
立

一
同
三
艘
卅
八
丁
立
ゟ
廿
八
丁
立
迄

松
平
新
太
郎
船

一
同
弐
拾
壱
艘
六
十
六
丁
立
ゟ

松
平
阿
波
守
船

三
十
四
丁
立
ま
で

一
同
拾
五
艘

五
十
四
丁
立
ゟ

松
平
土
佐
守
船

三
十
一
丁
立
ま
で

一
関
船
三
艘
六
十
丁
立
ゟ

松
平
安
芸
守
船

十
六
丁
立
ま
で

一
同
三
艘
五
十
丁
立
ゟ

生
駒
壱
岐
守
船

四
十
四
丁
立
迄

一
同
三
艘
三
十
三
丁
立
ゟ

池
田
出
雲
守
船

廿
丁
立
ま
で

一
同
弐
艘
四
十
丁
立

加
藤
出
羽
守
船

四
十
丁
立

合
五
拾
弐
艘
、

但
三
十
三
丁
立
ゟ

廿
丁
立
ま
で

一
右
之
船
、最
前
伊
豆
守
・
左
門
渡
海
之
時
参
候
船
之
内
留
置
、

追
々
御
使
之
衆
并
今
度
御
暇
之
大
名
衆
へ
相
渡
、無
滞
出
船
被

仕
候
事

－
－
－
－

後

略－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

「
島
原
日
記
」
六

東
京
大
学
総
合
図
書
館

島原の乱と徳島藩

２３



（
３５
）
「
将
卒
役
令
」（『
阿
波
藩
民
政
資
料
』）
に
は
御
床
机
代
は
「
御
近
習
の
う
ち
よ
り

武
功
の
あ
る
人
を
御
撰
に
て
被

仰
付
至
て
重
き
役
な
り
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
代
々

中
老
よ
り
選
ぶ
と
さ
れ
忠
英
の
時
は
西
尾
左
京
が
勤
め
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
阿

淡
年
表
秘
録
」
に
は
西
尾
左
京
は
「
二
月
二
七
日

高
五
百
石
増
賜
、
御
筒
持
壱
組

御
預
御
出
陣
ニ
付
御
床
机
代
被
仰
付
黒
塗
小
札
紺
糸
緘
御
具
足
唐
冠
御
冑
被
下
」
と

記
さ
れ
て
い
る
。

（
３６
）
但
し
「
島
原
陣
御
備
」
に
は
長
柄
と
旗
の
記
載
は
無
い
。

（
３７
）
「
島
原
御
本
陣
人
数
書
」（『
蜂
須
賀
家
文
書
』２７A‐７５０‐３

国
文
学
史
料
館
）

（
３８
）
こ
の
袋
の
中
に
は
『
蜂
須
賀
家
文
書
』２７A‐７７２‐１

「
先
手
左
右
嶋
原
御
陣
御
備
組

定
帳

乾
」、２７A‐７７２‐２
「
御
旗
本
嶋
原
御
陣
備
帳

坤
」、２７A‐７７２‐３

「
島
原
陣

御
旗
本
構
図
之
添
帳

全
」、２７A‐７７２‐４

「
旗
本
騎
馬
武
道
具
之
帳
」
と
「
此
内
折
本

一
ツ
相
見
不
申
尚
得
と
調
候
筈
也
」
と
記
さ
れ
た
一
冊
が
入
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

（
３９
）
こ
の
「
御
帳
ニ
添
候
御
図
ハ
御
軍
帳
黒
大
箱
ニ
入
居
候
事
」
と
記
さ
れ
て
い
る
図

が
「
島
原
御
陣
御
旗
本
座
備
略
図
」
と
考
え
ら
れ
る
。

（
４０
）
「
将
卒
役
令
」『
阿
波
藩
民
政
史
料
』

三
三
〇
頁

（
４１
）
（
家
老
賀
島
出
雲
、
蜂
須
賀
信
濃
か
ら
藩
主
斉
裕
へ
の
書
状
）『
蜂
須
賀
家
文
書
』

２７A‐７７２‐５

包
紙

上

賀
島
出
雲

蜂
須
賀
信
濃

―
―
―
前
略
―
―
先
頃
津
田
監
物
其
御
地
ゟ

罷
帰
之
節
被
下
置
候

御
書
付
頂
戴
仕
謹
而
奉
拝
上
仕
候

御
軍
帳
之
内
長
谷
川
近
江
指
上
御
坐
備

之
帳
此
度
佐
野
武
兵
衛
御
便
ニ
奉
指
上
候

様
被

仰
出
候
御
儀
奉
畏
候
取
調

仕
候
處
、
当

御
乗
船
御
前
一
二
三
印
付
之

三
封
ニ
而
御
下
ケ
被
遊
来
年

御
帰
国
被
遊
候
上
不
残
奉
指
上
候
様
私
共

一
応
相
調
べ
夫
々
拝
見
も
仕
三
封
ニ
対
シ

分
け
封
印
仕
御
土
蔵
江
指
入
置
候

様
被

仰
出
御
座
候
、
一
印
之
方
ニ
右

御
坐
備
并
相
添
御
坐
候
申
上
書
二
通
共

入
居
申
候
義
ニ
御
座
候
、
且
右
帳
五
冊
之
内

一
冊
相
見
不
申
候
處
追
而
見
当
り
右
不
足

之
一
冊
ニ
相
当
リ
可
申
哉
と
奉
存
奉
入

御
覧
候
、
島
原
御
陣
御
旗
本
備

図
是
者
前
段
三
印
之
方
ニ
入
居
申
候

ニ
付
右
夫
々
相
都
奉
指
上
候
、
尤
昨
冬

御
下
ケ
被
遊
候
御
箱
入
之
外
ニ
者

御
直
御
封
之
御
品
者
相
見
不
申
義
ニ

御
座
候
―
―
―
後
略
―
―
―
―
―
―

右
之
段
御
請
旁
奉
申
上
度

乍
恐
奉
言
上
仕
候
以
上

（
天
保
八
年
）

十
二
月
四
日

（
４２
）
「
先
達
而
御
備
図
等
指
上
候
ニ
付
猶
又
御
尋
之
儀
有
之
御
請
之
控
」『
蜂
須
賀
家
文

書
』２７A‐７７６‐１

２４


